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2016	リオデジャネイロ　オリンピック	
2016年8月6日（土）8日（月）　リオデジャネイロ/デオドーロ　	

　オリンピック出場を叶えた

女子ラグビーチーム。実は

冬に怪我をしていた大黒田

さん。心配していたがリハビ

リを乗り越え、無事出場登録

メンバー12名に選出された。	

女子ラグビー“サクラセブンズ”のメダルへの挑戦。	
大黒田さんは怪我を乗り越え、登録メンバーに	

出発直前に、財団に寄っ
てくれた大黒田さん	

【7人制ラグビーのルール】（ラグビーフットボール協会より抜粋）	
	

7人制ラグビーはリオオリンピックから、オリンピックの正式種目になった。	
＜大原則＞	
ボールを相手のインゴールに運んで得点する。ただし、ボールを前に	
投げてはいけない。前に進むには、ボールを持ったまま走るか、後ろ	
に投げて託すのが大原則。	
＜用語＞	
トライ・・・5点。相手のインゴールにボールを押さえる	
スクラム・・・試合再開のセットプレー。セブンズ（7人制）では3人対3人	
でスクラムを組む	
ゴールキック（コンバージョン）・・・2点。トライ後のゴールキックが成功	
ペナルティーゴール・・・3点。相手のペナルティーからのゴールキック	
が成功	
ドロップゴール・・・3点。プレーの最中にドロップキックでゴールが成功	
＜試合時間＞	
14分以内（7分ハーフ）	
＜ポジション＞	

フォワード(FW)3名とバックス(BK)4名で形成。	
大黒田さんは背番号10のスタンドオフ。ラグビーの花形、ゲームをコントロールする、チームの指令塔的
なポジション	
	



8月6日　予選プールC・2戦め　VS	イギリス　①	

　8月6日に予選プールの初

戦を迎えたサクラセブンズ。

対カナダでは0-45の大敗を

喫していた。同日の17 時か

らの2戦目は、ラグビー発祥

の国イギリスだ。	

　その応援のため向かった

会場にはブラジル・リオデ

ジャネイロのイメージそのま

まに、テンポ良く音楽が鳴り

響いていた。サクラセブンズ

も気持ち一新して2戦目に臨

んで欲しい、と願いを込める。	

　時間になり両チームのメン

バーが一列になって走りな

がらフィールドに登場。ゲー

ムは大黒田さんのキックか

ら始まった。	

試合前に円陣
を組むサクラセ
ブンズ。	

大黒田さんが
ボールを蹴って、

両チーム選手
全員が一斉に
ダッシュ！	

1戦めカナダには大敗。	
2戦めはラグビー発祥国、イギリスへ挑戦！	



　試合が始まると、大黒田さ

んのスピードと運動量に驚

かされた。7人制ラグビーの

見どころは、15人制のラグ

ビーに比べて時間が短く人

数が少ない分、早い試合展

開や個人技を楽しめること。

それにしても、大黒田さんは

常にゲームの中心で走り回

り、そしてタックル、疲れを知

らないタフさだ。	

　ゲーム運びはイギリスの

ほうが上手だった。サクラセ

ブンズのちょっとした隙を見

逃さずにボールを奪い、点

差を広げて行く。サクラセブ

ンズもトライまで惜しい場面

もあったが0−40で試合終了

となった。	

　翌日は予選プールの最終

戦だったが、ブラジルに対し

て10−26で敗北。チームは

予選全敗で9〜12位決定戦

へ進んだ。	

日本人選手の中でも小柄な大黒
田さん。	
なのにフィールドに立つと、ひとき

わの存在感を発揮！	

↑	
大黒田さん	

大黒田さんのスピードと運動量に目を奪われる14分！	
試合結果は0−40でサクラセブンズの敗北。	

8月6日　予選プールC・2戦め　VS	イギリス　②	



　8月7日の順位決定戦で、

ケニアに対しサクラセブンズ

は24−0で勝利！直接応援

に行けなかったのがとても

残念。9・10位決定のブラジ

ル戦は,その勢いでふたたび

勝利を！と今回は会場へ。

いち早く準備していたサクラ

セブンズ応援団に混じって、

声援を送ることにした。	

　時間になり試合がスタート、

最初から相手方に詰め寄る

いい展開だ。そして、イン

ゴール間際で大黒田さんに

ボールが回った！	

8月8日　9・10位決定戦　VS	ブラジル戦　①	

9〜12位決定戦でケニアに勝利！	
その後の9・10位決定戦の相手は、予選で敗北したブラジル	

前日に敗北したブラ
ジルには一矢報いね
ば！と応援団にも熱

が入る。	
	

開始すぐ、インゴール
間近で大黒田さんに 
パスが回った！	

↑	
インゴールのライン	



　回ってきたボールをしっか

り掴んで、大黒田さんが猛

然とダッシュ！相手チームに

阻まれがらも、トライを決め

てくれた！やった！	

　しかし、その後ブラジル

チームは勢いを取り戻して

追随を許してくれなかった。

次々とトライを決められ5−３

３で試合終了、サクラセブン

ズのリオ・オリンピックは10

位で終わった。	

　試合後、コーチが「ゼロか

ら出直しです」と語ってくれた。

この悔しさを糧として、大黒

田さんもサクラセブンズも

もっと強くなって行くはず。そ

の頑張り、応援しています！	

大黒田さんのトライで先制！しかし試合は敗北し10位決定。	
悔しい経験は明日からの鍛錬への糧に。応援しています！	

ボールを掴むと同時に、前へ！相手選手に捕まって
もさらに前へ！	
この後トライを決めてくれた！	

8月8日　9・10位決定戦　VS	ブラジル戦 ②	



2016　リオ・オリンピックの結果	

最後に応援団にご挨拶。	
お疲れさまでした！	

大黒田さん	
↓	


